
１． はじめに

瞬時的な意味を表す動詞 break は，普通は（１a） ように進行形では用いら

れないが，主語に The TV を取ると「テレビが少しずつ壊れつつある」という

解釈で容認可能となる。日本語の動詞「すれ違う」も瞬時的な意味を表すと考

えられ，（２a）のように進行形で用いられると容認されないことが多いが，主

語に「新幹線」が用いられると（２b）のように容認される。また，（３a, b）の

ように arrive や「到着する」は着く瞬間を表すので，進行形の解釈はできない。

（３b）の「到着している」は電車がホームに着き，そこに停車していることを

表し，進行の意味は表していない。しかし，最近は駅のアナウンスで（３c）の

ような表現をよく耳にする。これは電車がまさにホームにさしかかっていると

きに使われることが多い１）。

（１） a. *The coffee cup was breaking.

b. The TV is breaking.

（２） a. *２台の BMW がすれ違っている。

b. 橋で新幹線がすれ違っている。
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（３）a. #The train is arriving at the station.（進行形の読みは不可）

b. 電車が１番線に到着しています。（進行形の読みは不可）

c.「お下がりください。？？電車が到着しています。」（実例）（進行形の

読み？）

本稿では，語，句，文の意味表示にスケール構造を導入し，意味の揺れや変化

を，形式的に一般化することを試みる２）。

２． スケール

本稿で用いるスケールを（４）に概略的に示す。スケール理論は，Hay et al.

(1999) で提案されて以来多くの研究がなされ，形容詞や状態変化動詞の意味を

適切に捉えることができるだけでなく，移動の漸進的な変化を捉えるためにも

有効であると考えられている。本稿では，大まかに５種類のスケールを仮定す

る。（４a-d）は段階的なスケールで，●はその一端が閉じていることを示し，

＞＞または＜＜は一端が開いていることを示す。スケールの両端が閉じている場

合，両端が開いている場合のほか，片方が閉じ，もう片方が開いているスケー

ルも存在する。（４e）は段階的なスケールをもたず，両極のみをもつ場合であ

る。

（４）スケールの種類（簡易表記）

a．●－－－－－－－－－－－－－－－－●

b．＜＜－－－－－－－－－－－－－－＞＞

c．●－－－－－－－－－－－－－－－＞＞

d．＜＜－－－－－－－－－－－－－－－●

e．● ●

（４a-d）のスケールは，Pustejovsky (2000) では両極的対立 (polar opposition)

として扱われ，（４e）は二項対立 (binary opposition) として状態変化動詞の意味

の説明に用いられている。影山 (2008) は，漸進的な移動や変化を表す動詞の

意味表示に（５b）のようにスケール構造を導入している。また，上で見た break

２） Beavers (2012)，影山 (2008, 2010)，Nakatani (2013) などでも扱われている。
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のような瞬間的な動詞はそのようなスケール構造をもたず，（５a）のような意

味表示をもつと考えている。

（５）影山 (2008: 251-256)

a．瞬間的と捉えられる位置変化・状態変化 （「到達述語」）

BECOME [ [ ] y BE AT−[ ]z ]

b．漸進的変化（過程）

[ ]y MOVE [State−Route p1<p2<...<pn]（閉じられたスケール）

[ ]y MOVE [State−Route p1<p2<...<�]（開かれたスケール）

３． 提案－スケール構造の導入

本節ではスケールの概念を語彙表示に導入し，変化・移動事象と関連づける。

本稿で扱う語彙表示は Pustejovsky (1995)，Isono (2010) に従い，移動・変化を

表す事象は過程事象で，特質構造内で move (e, x) で表される。本稿で導入す

るスケールが結びつけられるのは，この移動・変化の事象で，その事象が固有

にもつ特質構造の構成役割 (constitutive role) 内に表示される。（６）の例では，

主体役割 (agentive role) 内の移動事象がもつ構成役割内でスケール構造が表示

されている。（本稿では，導入するスケール構造を簡易表記で示す。これをさ

らに形式化することは今後の課題である。）

（６）a．walk

event structure = RESTR = e1o�e2

qualia structure = AGENTIVE = act(e1, x)

move(e2, x)

[CONST= ●－－－－－－－－＞＞]

b．to

to the station

event structure = RESTR = e1<�e2

qualia structure = AGENTIVE = move(e１，x)

[CONST= ●－－－－－－●station]

FORMAL = at(e2, x, the station)
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３．１ 位置変化動詞

本節では，スケール構造の具体例として，位置変化動詞 pull と put の語彙

表示を考える。

（７a）では，「急いで丸太をひき，丸太の移動は遅かった」という解釈があり，

丸太が移動していく状況も表しており移動の事象があることがわかる。また，

（７b）からは pull は丸太の漸進的な移動を表すことがわかる。このように pull

はある物体の段階的な移動を含意している。このことから pull の概念構造に

は（８）に示すようなスケール構造が含まれていると考えることができる。

（７）a．In a hurry they pulled the log along the stairs slowly.

b．They pulled the log halfway.

（８）pull

event structure = RESTR = e1o�e2

qualia structure = AGENTIVE = act-on(e1, they, log)

move(e2, log)

[CONST= ●－－－－－－－－－＞＞]

これに対して put は（９a）のように用いられ，（９b, c）のように前置詞 to や

halfway とともに用いることはできない。（９c）は「本を机までの移動の途中に

置いた」という解釈はできず，put が段階的な移動を表していないことがわか

る。このため，put の語彙表示中のスケール構造は，（１０）のように始点と終

点のみをもつと仮定する。pull も put もある対象物の移動を表す事象をもち，

それぞれの移動は move で表されるが，その移動がもつ本来的な性質が異なる

ことを，（８）と（１０）の語彙表示は表すことができる。

（９）a．Tom put the book on his desk.

b．*Tom put the book to his desk.

c．#Tom put the book on his desk halfway.
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（１０）put

event structure = RESTR = [e1o�e2] <�e3

qualia structure = AGENTIVE = act-on(e1, Tom, book)

move(e2, book)

[CONST= ● ●desk ]

FORMAL = at(e3, book, desk)

３．２ 創出動詞，状態変化動詞

次に創出動詞の build，状態変化動詞の melt と break について考えてみよう。

創出動詞の build は（１１）の例文の解釈から途中段階をもつことがわかる。

従って（１２）のように，漸進的に変化し最終的に家が建てられた状態までの変

化をスケール構造は表す。

（１１）a．In a hurry they gradually built the house.

“They were in a hurry, but the building of the house proceeded

gradually.”

b．They built the house halfway.

（１２）build

event structure = RESTR = [e1o�e2]<�e3

qualia structure = FORMAL = act-on(e1, they, material)

move(e2, material)

[CONST＝●－－－－－－－－－●built]

exist(e3, house)

状態変化動詞の melt も同様で，（１３a）の例が示すように雪が２時間かけて

とけたという解釈からは，melt が漸進的な変化を表すことがわかる。このこ

とは（１４）のようにとけつつあることを進行形で表すことができることからも

わかる。進行形は変化を表す事象と関連づけられる move によって認可されて

いる。また，（１３b）からは melt が完結的な意味を表すことがわかる。このた

め，melt も build と同様のスケール構造を意味表示に持っていると仮定する。

動詞のアスペクトと瞬時性について

― ―１３９



（１３）a．The snow melted for two hours． （丸田 (1998: 112-113)）

b．The snow melted in two hours.

（１４）The ice was melting.

（１５）melt（他動詞）

event structure = RESTR = [e1<�e2] <�e3

qualia structure = AGENTIVE = act-on(e1, x, y)

move(e2,y)

[CONST= ●－－－－－－－－－●melt]

FORMAL = melt-state(e3, y)

同じ状態変化動詞でも自動詞の break は，（１６a）のように普通，進行形で用

いることはできず，また（１６b）のように for 句とも共起しないことから，漸

進的な変化ではなく，瞬間的な変化を表すと考えることができる。これにより，

break の語彙表示は，（１７）のように put と同様のスケール構造をもっていると

仮定する。

（１６）a．*The coffee cup was breaking.

b．*The model plane broke for a week.

（１７）break（他動詞）

event structure = RESTR = [e1<�e2] <�e3

qualia structure = AGENTIVE = act-on(e1, x, y)

move(e2, y)

[CONST= ● ●broken]

FORMAL = broken-state(e3, y)

このように自動詞の break は瞬時的な変化を表し，（１７）のように二項対立

的なスケール構造をもつと考えられるが，本稿の最初に見たように時として進

行形と用いられる場合がある（（１８）として再掲）。ここではテレビのさまざま

なパーツが少しずつ調子が悪くなり，言ってみれば「テレビが少しずつ壊れつ

つある」といったことが表されている。

（１８）The TV is breaking. (= (1b))

社会イノベーション研究

― ―１４０



テレビにはさまざまな部品があるが，それらが完全に機能している状態から完

全に壊れてテレビとして機能できなくなる状態に至るまでのスケールが，心的

辞書に書き込まれていると考えることができる。このことは名詞句 TV set の

語彙表示中の形式役割に，（１９）のようなスケールを仮定することで捉えるこ

とができる。そして，TV set と break がともに用いられることで，（２０）に示

すように項である名詞句の形式役割が，動詞の move 関数の構成役割を書き換

えることで (coercion)，漸進的な変化が表され，進行形との共起が可能になる

と考えることができる。

（１９）TV set

[FORMAL= ●－－－－－－－－－－－●]

（２０）break

argument structure = ARG1 = TV set

[FORMAL= ●－－－－－－－－－－－●]

qualia structure = AGENTIVE = move(e1, TV set)

[CONST= ●－－－－－－－－－－－●]

FORMAL = broken-state(e2, TV set)

テレビに関する知識は，いわゆる百科事典的な知識と考えられるが，このよう

に語彙表示にある程度形式的に取り込むことが可能である。

３．３ arrive

本節では動詞 arrive について考える。（２１a）のように arrive を進行形で用い

るとそれは事態の進行を表さず，直後に実現することを表す。このことから

arrive は漸進的な変化事象を持たないと考えることができる。また，（２１b）が

容認されないことから働きかけ (act) の事象を持たないと考えることができる。

このことから，arrive の語彙表示を（２２）であると考える。

（２１）a．John was arriving at the station.

(= John was about to arrive at the station.)

b．*What John did was arrive at Tokyo Station.
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（２２）arrive

event structure = RESTR = e1<�e2

qualia structure = AGENTIVE = move(e1, x)

[CONST= ● ●]

FORMAL = at(e2, x, y)

既に広く指摘されているように主語が複数のものを指す場合には，（２３a）のよ

うに進行形が容認され「次々に到着する」という解釈になる。また，本稿の最

初に見たように，容認度は落ち，駅のホームのみでの使用に限られるが「到着

する」が進行の意味で用いられる場合がある（以下に（２３b）として再掲）。

（２３）a．The guests were arriving one after another.

b．お下がりください。？？電車が到着しています。（＝（３c））

（２３a）については，項である名詞句が複数形の場合，名詞句によって指示され

る対象物が個別に動詞と共合成し，到着するという事象 (e) が繰り返し起こる

ことになる。これによって，（２４）に概略的に示すように，均質な事象の連鎖

となり，進行形との共起が可能となる３）。

（２４）

e, e, e， ... e

次に（２３b）の場合を考えてみよう。ここでは名詞句が指しているものは単

数（１編成）の列車であり，（２３a）の複数形の場合とは異なる。電車は１編成

ではあるものの，ある一定程度の長さがあり，電車の先頭がホームにさしかか

ってから，停車するまでにそれなりの時間が必要なことが，この文の容認度を

上げていると考えることができる。walk や「走る」といった移動動詞では経

路が漸進的な移動の解釈を担うが，（２３b）では電車が事象の漸進的な進行を担

っている。そこで，（２５）のように名詞句「電車」の形式役割にスケールを仮

３） こうした incremental arguments は，Nakatani (2013: 179-182) で pluractional operator（★）

で説明されている。
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定する。この名詞句と「到着する」が共起することで意味の矯正が起こり，

（２６）のように名詞句のスケール構造が動詞のスケール構造に取り込まれ，こ

れによって「到着している」の進行形的な解釈が保障されると考える。

（２５）電車

[FORMAL＝●－－－－－－－－－－－●]

（２６）電車が到着する

event structure = RESTR = e1<�e2

argument structure = ARG1 = 電車

[FORMAL= ●－－－－－－－－－－－●]

qualia structure = AGENTIVE = move(e1, x)

[CONST= ●－－－－－－－－－－－●]

FORMAL = at(e2, x, y)

本稿で最初に見た「すれ違う」を含む例文の容認度の揺れも同じように説明

できる（以下に（２７）として再掲）。

（２７）a．*２台の BMW がすれ違っている。

b．橋で新幹線がすれ違っている。

３．４「死ぬ」

ここでは，日本語の「死ぬ」について考える。die や「死ぬ」は瞬時的な動

詞として説明されることがあり，例えば die の語彙概念構造を（２８）のように

仮定することが多い。関数 BECOME は瞬時的な移動や変化を表す。（２９a）の

ように「ている」を付けると虫が死んだ状態を表し，徐々に死に至るという意

味は表さない。（２９b）のように「１時間」をつけると不自然であり，（２９c）の

ように「１時間で」を付けた場合は容認されるので，「死ぬ」は完結的である

ことが確かめられる。

（２８）[ BECOME [ y BE DEAD ]]

（２９）a．虫が死んでいる。
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b．*１時間死ぬ。

c．１時間で死ぬ。

さらにここでは，西日本で用いられる「しよる」と「しとる」でこの動詞の

アスペクトについて考えてみる。工藤 (1995) を始めとして広く知られている

ように，「しよる」は事象の進行性を表し，「しとる」は結果性（状態）を表す。

（３０）に示すように，動作の進行を表す場合には「しよる」が，状態や結果状

態を表すときには「しとる」が使われる。

（３０）a．タダシがゴルフをしよる。（動作の進行）

b．タダシを知っとる。（状態）

c．ゴルフ場に着いとる。（結果状態）

「暖まる」はあるものが徐々に暖まり，最終的に暖まった状態を表す完結的

な動詞であると考えられる。このような動詞の場合には，（３１）のように「し

よる」がつくと「暖まりつつある」という意味を表し，「しとる」がつくと「結

果的に暖まって，今現在暖かい」という意味を表す。

（３１）a．部屋が暖まりよる。（変化の進行）

b．部屋が暖まっとる。（結果状態）

この「しよる」「しとる」を「死ぬ」と一緒に用いると次のようになる。「暖

まる」の場合と同じように，「死による」は変化の進行を，「死んどる」は結果

状態を表す。

（３２）a．死による。（変化の進行）

b．死んどる。（結果状態）

このことから，「死ぬ」は最終的な結果状態に至るまでの漸進的な変化も表し

ていると考えることができる。そこで，本稿で提案したスケール構造を使うと

「死ぬ」の語彙表示は次のようなものであると考えることができる。
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（３３）「死ぬ」

event structure = RESTR = e1<�e2

qualia structure = AGENTIVE = move(e1, x)

[CONST＝＜＜－－－－－－－－－－－－●]

FORMAL = at(e2, x, y)

４． 結語

本稿で概観した動詞とスケール構造をまとめると次のようになる。物体を動

かすことを表す pull と put が異なるスケール構造をもつこと，状態変化動詞

は動詞によって変化のスケール構造が異なることがわかる。また，瞬時的な動

詞は，二項対立的なスケール構造（● ●）をもっているが，put は行為者

の活動が過程事象であるために瞬時的にはならない。同様のことは他動詞用法

の break にもいえるだろう。

（３４）

本稿では次の点を示した。

（３５）a．スケール構造を動詞の意味表示に導入することで，移動，位置変化，

状態変化，瞬時性などをより精緻に捉えることができる。

b．共起する名詞句（項）とのスケール構造の合成を仮定することで，同

一の動詞の解釈の揺れが説明できる。

動詞
変化／移動の
スケール構造

瞬時性

移動・位置変化

walk ●－－－－－－－－－－＞＞

pull ●－－－－－－－－－－＞＞

put ● ●

arrive ● ● ○

状態変化

build, melt ●－－－－－－－－－－－●

break（自動詞） ● ● ○

死ぬ ＜＜－－－－－－－－－－●

動詞のアスペクトと瞬時性について
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本稿では，スケール構造には概略的な表記法を用いたが，これを形式化するこ

とが今後の課題である。また，動詞以外の語や句，節に関して提案されている

スケール理論との整合性を高め，意味表示を確定するとともに，様々な意味的

振る舞いを説明していくことが必要である。
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